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中国からのインバウンド誘客動向、相互交流の促進について 

 

１ 最近の中国からの訪日旅行動向 

日本政府観光局（以下、ＪＮＴＯ）の発表では、２０１６年の訪日外客数は

前年比２１．８％増の２，４０３ 万９千人で、ＪＮＴＯが統計を取り始めた１

９６４年以降、最多の訪日者数となったとのことです。 

市場別では、主要２０市場のうち、１９の市場において年間での過去最高を

記録し、中でも、中国は前年比２７．６％増の６３７万３千人と、全市場で初

の６００万人台を記録し、２年連続で世界最大の訪日旅行市場となりました。 

中国市場からは、年間を通して毎月４０万人以上の送客が続き、全ての月で

過去最高を更新し続け、特に７月には、全市場で初めてとなる単月７０万人を

記録しました。 

この躍進の背景には、個人旅行(以下、ＦＩＴ)需要やクルーズ需要の高まり、

航空路線の拡充等の要因があり、また、ＪＮＴＯを始めとした日本の観光産業

界による、中国市場のＦＩＴ化を捉えた様々な取り組み、地方の魅力の訴求の

ようなリピーター獲得・訪日目的の多様化を捉えた取り組み等の成果であろう

と思います。 

 

訪日査証（ビザ）の件数からも、中国からの訪日旅行需要の動向が見て取れ

ます。上海市を含む華東地域を管轄する在上海日本国総領事館は、全世界の日

本の在外公館の中で最もビザ発給件数が多い在外公館ですが、同館によれば、

２０１６年に発給した訪日査証（ビザ）の件数は、前年比１２．９％増の約１

７４万８，５００件で、過去最高記録となったとのことです。 

そのうち、個人観光ビザは４０．７％増の約１０１万２，０００件と大幅に

伸びたのに対し、団体観光ビザは１１．７％減の約５８万９，０００件となり、

中国、特に華東地域等の沿岸都市部において、ＦＩＴ化が顕著であるという結

果が現れたものと捉えられます。 

 



しかしながら、２０１７年に入ってからの動向としては、順調であった２０

１６年と比較して、訪日中国人旅行者数動向に若干の陰りが見られます。 

 

１月の訪日中国人客数は、前年同月比３２．７％増の６３万６００人と、１

月の実績としては過去最高でしたが、前年は２月にあった春節（旧正月）が１

月であったため、その前後期間に訪日客が増加したと考えられます。 

それを裏付けるように、逆に２月においては、訪日中国人客数は前年同月比

２．０％増の５０万９，１００人となり、２月としては過去最高であったもの

の、５カ月ぶりに１桁の伸びにとどまりました。これは、２０１２年９月以降

の日中関係の冷え込みによる訪日旅行需要低迷期の最終期である２０１３年８

月に１４．７％のマイナスを記録して以来の低い伸びであり、結果、１～２月

の累計は前年同期比１７．０％増の１１３万９，７００人となり、国・地域別

で韓国（１２２万５，４００人）に抜かれ、２位に後退しました。 

３月にもこの傾向が続き、訪日中国人客数は前年同月比２．２％増の５０万

９，０００人、３月の実績としては過去最高を記録したものの、増加率は２ヶ

月連続で１桁にとどまっています。クルーズ船によるツアーが需要を下支えし

たものの、中国から欧州や北米、オーストラリアなどへ向かう一部航空券が大

きく値下がりし、特に欧州向けツアーと日本向けツアーの価格差が縮まったこ

と等が、伸び悩みの背景と見られています。 

この傾向は在上海日本国総領事館の訪日査証（ビザ）発給件数にも現れてお

り、３月の発給件数は１４万３９６３件、前年同月比では１６．１％減でした。

前年同月比で減少したのは２０１６年４月以来とのことです。 

 

２ 更なる訪日旅行誘客への取り組み 

 上述のような状況下の中国人訪日旅行市場ですが、需要喚起のために、様々

な取り組みが行われています。 

 日本外務省は、４月２１日に、中国人に対する査証（ビザ）の発給要件を５

月８日から緩和すると発表しました。内容としては、 

 東北を訪れる人に発給する数次ビザ（マルチビザ、最初の訪日時に対象県の

いずれかで１泊以上すれば、３年間は何回でも訪日できる）の対象地域を、

従来の岩手、宮城、福島の３県から青森、秋田、山形を含めた６県に拡大 

 十分な経済力を有する人とその家族に対し、有効期間３年・１回の滞在期間

３０日の数次ビザ（初回は観光に限定）の発給を開始 



 相当の高所得を有する人とその家族に発給している数次ビザ（有効期間５年、

１回の滞在期間９０日）は、初回の訪日目的を観光に限定せず、商用や知人

訪問などの目的でも利用できるようにするとともに、航空券や宿泊先などを、

旅行社を通さずに自ら手配できるように改める 

 また、クレジットカード（ゴールドカード）を所持する人に対しては、個人

観光１次ビザの提出書類を簡素化する 

 中国国外に居住する中国人についても中国国内の申請と同じ要件で観光目

的の数次ビザを取得できるようにする 

以上のような緩和が実施されることとなりました。中国人訪日客、特にＦＩ

Ｔでリピーターとなりうる層に対する手厚い緩和となっており、中間・富裕層

の旅行需要喚起に繋がることが期待されます。 

 

 当事務所としても、中国人観光客誘客のために日々活動しています。 

４月２０日（木）から２３日（日）にかけて、上海において、５３カ国・地域

から７５０団体が出展する大規模の旅行展示会「２０１７上海世界旅行博覧会

（WORLD TRAVEL FAIR 2017）」が開催されました。本県も参画する中部広域観

光推進協議会がブース出展し、中部９県を巡る「昇龍道」のＰＲを行いました。

会期中には４万９８００人が来場したとのことで、大変な盛況の中、来場者に

対し、訪日旅行の新しいディスティネーションとして、昇龍道の魅力をＰＲし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 日中双方向の交流促進 

ここまで中国人観光客の訪日旅行について述べてきましたが、日本人と中国

 

ブースでのＰＲ風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場（上海展覧中心） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



人の相互訪問人数に目を向けて見ると、２００５年には、日本人の訪中人数は

約３３３万４千人、対して中国人の訪日人数は約６５万３千人でした。その関

係は、１０年後にあたる２０１５年には逆転し、前者は約２４９万８千人に減

少したのに対し、後者は４９９万４千人に増加しました。（ＪＮＴＯ，中国国

家旅游局より） 

日本においては、この数年、中国人観光客、特に団体ツアー客をよく見るよ

うになったと感じる方が多いかと思います。しかしながら、中国内の観光地を

訪れると、欧米人等に比べ、日本人観光客を見る機会は非常に少ないと感じま

す。航空路線の維持や相互交流等、様々な観点から、片側からだけではなく、

相互に人が行き来することが望ましいのは言うまでもなく、人の行き来が中国

から日本への方向に偏っていることは、非常に残念なことでもあります。 

 

昨今、中国の政府関係者との交流の中で、相互の交流を活性化したい、中国

人の訪日だけでなく、もっと日本人に中国に観光に来て欲しい、観光誘客に注

力していくのでＰＲに協力して欲しいといった声をよく聞くようになりました。

実際に、観光誘客のための活動も活発化してきているように感じられます。 

２０１７年は、日中国交正常化４５周年の節目にあたりますが、上海市観光

局・湖北省観光発展委員会は、４月６日に、名古屋市において、上海市及び湖

北省の観光ＰＲ、日中双方の観光交流のために「２０１７中日国交正常化４５

周年上海・湖北長江観光連盟文化観光プロモーション」を開催しました。併せ

て、４月２日から５月５日までの約１ヶ月間、名古屋鉄道の列車に車両のラッ

ピング・車内広告を施し、観光誘客ＰＲを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国は、世界遺産の数が世界第２位の観光大国です。かつては日本からの観

光客が非常に多い旅行先でもありました。上述のようなプロモーションや現地

   
名古屋鉄道 ラッピング電車、社内広告 



からの情報発信を通して、ぜひ、先入観なく多くの日本の方に中国に興味を持

っていただき、その魅力に触れ、相互交流する機会を持っていただきたいと願

っています。 

 

上海産業情報センターでは、今後も引き続き中国からのインバウンド誘客、

相互交流の促進に取り組むとともに、現地から最新情報を提供してまいります。 
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